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･}殺虫剤ゐ効果/o生物撃的蕗僻の方法は欧に先笹
者に依増て稜々考案検討せられて現鹿町至ってゐ

,るが,廃 紺の性状使用目的及び封象となる昆虫等

.に依って自ら異る之等数多い許僻の方法をこ･i'に

概説するのもあなかち無駄な事でもなからうと思

臥,節者等は先に､An n･'aPP､･PioLvol･26pP･

365-384(1934)に督表せられた F一.TattersfieldI

の綜詮 Biologicalm'eth叫 pftestinginsecti･

ciqesの前年を迫宜取捨して紹介し参考に供するI
等とした･賛する所あれば幸である･

抑殺申剤は普通之を接飼殺虫剤(contactiやecti･

･cidcs), 洞化長寿剤 (8t｡maCkpoisons)衷び煩

蒸剤(fumigantsl_の三っに大灯し得るが,第1類

句接購殺虫剤は昆虫被膜と束管組絞内へ渉透する

葛に依って琴カを･'&拝し･第2新の滑化中毒剤は｢､

油化管内rct掃取される事に依って･･初めて共の効
.カが現はれるものである･而して第8類の燥蒸剤 L

は大体に於て接衝殺虫剤と略同一の過程を以って

反感するが,然し之はガスの形で倍以上迅速に東

野姐粒円に浸太じ作用するもりである.質教皇内

に於ても亦野外k於七も,㌧之等琴虫剤の効果の生 .'+＼
物堅的の評僻をするためには夫々に異った方法を .

英虚に必要とする串は言ふまでもない串で,以下 ･

順を迫ふて之等を述べて行く串とする▲
I

帽 助室内に放ける検定の方法 一 .,I

′＼ (I)

接偶殺虫剤の生題 霊 芝豊 左大体主差益

宗法(spraying)'浸漬法 (dipping)'ミク｡ペピl
ッ咋 用ひる方泣(the■useoftもemiCropipette)

ノ rtp
＼､ ′

ヽ

＼

Biologicalrmethodof /

及び撒粉法 (duttihg)の 4つに分ける事が出来

る･ キ
噴霧法･'本法は殺虫荻を細かい霧の墾 望-て
使用する方法であるが,これには次の2撞類があ

る･即ち-雪牢完全な琴滴となした粟液考~苧甲
上にある昆虫に撒く方法で,他や一つはある袋匿

内を飛期してゐる昆虫に撒布する方法である･後

者は普通家庭用殺虫剤の箪霧質散怜のみ用ひられ

オェバイが始んど普遍的長血の試験昆虫叫 そ使

用されてゐろ･- ,･

一平面上の昆虫に封する噴霧法････192年季 Tふ七･

tersflcld&.Mor訂 は之庭蘭するある一つq'装匿.

を考案作製したが,後に (Tit'tersfi由 1934)そ

の吠霧器の部分を改造した･之はT一平面上pqおか-､ヽ

れた数群の昆虫-一恵の撃力で,｣定の薬量を蓮

由的に噴霧し得る様に出来てゐるも､ので,褒匿を

簡単k証明するとそれは水平た上下運動をする=

?の壷を内側と外側とにもった抑筒型のガラス瓶

戸,ノrその内側の基の土には昆虫も容れた小さ琴ガ

デス皿が留金嘩 って盃の串に保たれたPR霧器か
ら一定の匝巨取におかれてゐる･而して又この内部rJ
の正は小さなガラス製の三脚品に据えつけられて ,.

あるダラス皿Vt依って安へられた水平運動螺旋の
上に立ってゐる.暁罪群は鳥の散滴が囲錐形にな 】

?ア出奔るだけ一擬症皿の周りに落ちる枝調節し
得る.Lかけになってゐる･､そしてビバットに伐つ

て小さな薬槽に移された葵液は'調節坪のついて

やる国筒型由墜搾茎気概ぺ塵力計をとはしてつな

がれk.通気管に依って霧滴の状態に嬰-られるの
ノ

である･後に之は正方形に奨-られ'昆虫は一例

の引戸を通して入れられる株になった･此の型の

装臣は Stもer(1938)に依って使用された･ 之に

･ ＼-69
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I.;iI-:･Ii-I_.=三 三‥rI一三 三 苦 千 三 三三三三三
卵 (Giming卑ametal.1926)等がその賞験材料

三三 三三 千三I-I-1呈 主Ii三?:ラ-I,::･:::≡
･等に散布さ牲る属領の比蜘 勺小さいと言ふ事は難
､鮎である･-■ ＼ ､

1 PotterはTattersfiJeld&MoriSの装置に良く :
似てはゐるが,より贋ム面積把霧滴を分布せしめ

得ら最 撃うまく改衰 dL左噴霧装甲を作わあ./
･ト . ｢ ～ /

計した事と,噴霧宝の上部に撹拝装置を併用したー′
事とがその改良鮎である･囲錐形に出て来る霧滴 -

はとの把拝装置に依って破壊ざれ,平等に散らさ-

れた雨状依となって供試昆虫の上に落下する甲で

～:,/''ある･､

9'Xaneetal･'(1950)や凄轡剤の茸漁施行中に､.l

･生する諸要因に就い七述べられ準重雫な論文の由

J'､′で.少し許り臭った型の装置を記載してゐ予･.こあた1･
装置にあっては殺虫剤は規樽盤の上に匿かれた昆･
虫の上に封角線状に撒布される･′ ･ I
.. Jo占esetal/(1935)は今日Campb_ell式廻特選

71とし璃 く知られて ゐる所媚 匿を考案作製し

た･(加 姐樽温上のわ スのシカ■ンダーが噴霧ロ
ーの下で逆位的に動かされ得る様牢出奔てゐて,戟

虫剤を吹き込ま,*た")ンダー.は由められた極く､.

.短い時ruほ その儀静止した後,横にある金網でお

性ほれたイェバイの上に移郵する頻に出来た装定
一である.而し七このイェ･土石Lは冷却乃室麻酔に依

l

る静止状態から丁度回復した許少のも'q)である･ノ

庵 て之等霧 法に於て鹿 虫如 効* -定時由

ノ,､ 俊に判定されるもので,その毒効果は態度と相関∫
聯して表はれるのが普通であるJ

▲l
I campbellの方法は試麟 剤の昆虫の上に落下

する畳q)東口何に庇ってゐる故早より大き卑水滴が

･.凝初の状態に於て琴ける事が出来る&,らば-同じ

哉な結巣を繰り返し得る篤年は:･或る非常に躍富

海攻防聡を其虚に必要とす畠･先に述べた様吟霧

滴を充したtT.)･ンダーは手に依って畠虫の上にbl

･し出されるのであやが,とあ繰り返し行年れる質

験に於て,落下する霧廟の畳壷等しからしむる層 1

/r-
70 'ノー′I′
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′珠はなくてはならない..闇に逸脱を鹿 ぐために昆

虫の上にかけられた金網は錯雑した渦巻の流れを

生じるかもしれないし･′又蝿を使用す声際に冷却
′

又曝戚解を行ふ事は未だ先金k時解ってゐなVlが :( //

昆虫?毒剤に封する抵抗力を減退せしめる諸因子

と庭るかもしれない･Jiz甲m'ehlcp也Allen(19

'86),は Jon甲∴等り方決を修.正して･昆虫を入れ

,る誌に取少外し申出禿る紙のカバーを使用した･_ .I ＼
ノ即ち',慨 のカバ-カ亨引寄せ,.られると同時呼,畠虫･●

.を入れた誌が薬剤の噴霧された瓶の中に押Lt入れ

られる棟に出来たものである･ ノ＼
cPmpbelLAsullivan(1938)汝最近更に改良､ヽ
･Lを施した廻樽盟式甲装置を作製した'･彼尋の研究～
中結果和 賀験装置を改良し'､簡軍化し,且つ範 ･/
煩杵作らうと如 方向に封じて力強岬 示を哉転ノ
して由 ･本装置は絶て金屠製で,三角形の基とA

其の上にそなつつけられた囲､いアルミ占ウム甲姐

･蒔盤 (革経117準)とから成は っておP･可動
＼嶺 のダ妄スのシリ.Y,ダーや 総計1岬 やケルミ-･
ウム?シリンダー･(高さ4喝 ,直径2噛 )に旺き

＼

∫,か人られてゐるこその各々のシリ･/ダー･の正下で,1
盤の下側に杯状の答辞 (深さ10糎,.直径1咽 )那i

華付けられてゐて工との中に昆虫を入れた拓が入

1､る様に出奔てゐる･′そ.LTCこの誌は狙関野に平行

Lhtは め早ま町 :ゐる鋳製?薄板に依りて上部
のシリーンダ÷とは普通切り離された状態におかれ

'畠O-であFJ.イェ'バイの噴霧質験を行忘に際して

'は;･先づ 100在中{イなみれて網を串ゝぷせた直径

I14糎のベト.)シャ,iレをひとつの保持辞の中rtlぉ

き,上部と喝絶するために海板を押し出して;之

.をも性ひ/そし壷 'K大きいアルミニウムa)シ.)

ンダーを其の上咋おくのせある･屈 してこゐ上の

TT,･shlyみ の叶 ,.試駅 牢呼うとする別 の漣

.質量を,蓋にあけられてゐる小さな穴から一定の

塵力で霧にして吹き込むので挙る.耳 る二足時間

放置して比較的大きい水滴を落下せL_めた後'初1
めて薄痕を引いて細かい霧を下の箔の中に中るハ

tjlに附着せしやるあである･′16分間曝露した後･

_芸 .j=:-ljII__-:I;I::三二七 圭三≒三三二三≡…

恵はL;噴霧用む.)ンダ｣を連続的に活動させる

廃によ?て数多.(の普段を相常の速度でなし得る

i･l'､ L 十 . , ､

▲i
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､＼

,ので中る･この方法は元来油状化合物に封するハ

イを用ふる畔霧の質ぬ用とttて考IRされたさので '

ある･Badcrtscher(1936)はこの把特出式の寿

没を･標準の門塀方法とされてゐる●Pcct･Grady

班 (卿 )と比較研究した折,除虫菊とチ耳㌣7
.i,化合物の噴霧Tf験には,Pcct･GrAdy蚊匠より

も此の方法の方が,より滋小殺虫牢を示す串を覇●

見した,之は後にCampbれ &sullivan(1938) ､

Ik依っても貰琵された･ 然し乍ら●Bader!scher､

は｡チノーンを合有した殺虫剤の噴霧貰験に於て ■

､ki･:その結果は基'(逆であるといふ質に不思議で .
はあるが,明瞭な壁flrJ的事賢を得てゐる･振作の

迅速性と'.水柱粟鞘の噴霧賢験が可能であると青
ふ事は廻樽整式の長所として東調し得る事項であ＼
る･七の方法は霧流の沈着する丑の多少に依る故･

Cdnpbcll也Sullitan(1938)に依って指摘され .

､てゐる枕に,或る程度以上の抵抗力を有する昆虫 L'
I
咋封しては有効液剤の最大附弟丑も充分な殺虫力

を確保し得なtJTと冨ふ串は充分有り得る･

-Lこの装匠に依り充分信用するに足る同じ様な結 .

鼎を得んかためには,出来得るかきり一様な方法

で,一連の喪陵がなされなければならない.･それ

ばかPではなく昆虫も又出来るだけ同一の方法で

飼育する必要がある･

Ⅱqrtzell也Wilcoxon(1982)咋イヌガラシ屈｢
の幼植物に寄生してゐるアナラムシを用ひて次の

様な茸陵をなしてゐネ･即ち-Ooo乃至300在の7

プラムキのろいてゐる括物をゆっくり手で廻し乍 -

.ら蚊如 宿ひ,畔卯 鳩 ると直ちにt'itを四速にと

りもちをぬわた平な紙の上に移し' 2年時間後双 ー′

限顕微鏡の下でその生死の状態を段塔に調べてゐ●ノ

る･少しでも動作を示す個体及びとり＼もちにつVT

てゐる個体は皆生きてゐるものと見なしてゐる･

/殺申室法･･ tの方法は主にハイを供試昆虫と

亡た噴衰丁段に用ひられるもので, Pect･Grady

洗(1998,1932)と呼ぶのは此の碇も初期あもLolで

ある.元来この某把は内側183×183×坤3桝のh､∫

さな虫で,その角の合せ目は全然rul隙のない'鹿封

された状怨にあり,盟も亦非吸収性のものである･

その虫の一例にはきつちLかしめる都が出衆る入口

の戸があり,児 の壁には夫々その月中た祝察用0.

､画 奉る･天和 は轡 平方の窓があ･わ,その窓
l ■ ;

･■■■

･･の15糎上方に206プットの電線が脚TJJのために取 ′̀

'付けられてゐる･･:又各班b下方の隅にlt癖平方の

小窓があげられており'普通之は細目の金網とき
/

っちりしめる如 拙 爽る牛戸に依って閉ざれてゐ .二

･ふ (この小森のtLとつからハイが入れられるのヽ

である)･佃又各壁に直径2.5魔のコJ)I,クで栓を E

する市の出来る二つの穴が天井から16糎,端から ′

各31糎のと■･ころにあけられてある･試験が終る毎

にその中の杢束を入れか-るために使用される扇

風機と'金網をはつが ド戸とが,∴､入口と反封側に .-

取付けられてゐる･この試験わ方法は,先づ可及

自勺｢定の隙坪の下に育てられた,如 ヒ後の目盛あ

はっきりしたハイを虫の中に放ち'次に駐在2.6

糎p都合8つあや小さな穴から略同丑宛の紙計12
∫

cc･:の殺虫剤を一定の蛭力牢以って噴きこ中ので I

ある･10分枝換気用崩夙機を動かすと同時に,仕./
切戸を開いて中の-)を注意深く取ク出し,その～
故を教-た筏'祝察用のHEiに入れて比較的同｢保 ●J

件のもとに放紀する'･この10分後に数-られた顛

力状怨の-ィ､の数は之を落下虫率 (Ⅹnockdown

percentage)と呼んで計許に使用されるが;然し

殺虫剤の苫際の威力が 4時間後明らかに死んでゐ √

る虫の都合を以って評摂するのであろ･

1932年米国ふ立農粟協命 (AmcricadNational

Assわciationoflns.ccticidc)と殺苗刑製造業組が ･

(Disinfccta'ntManufacturcrS)症,,-イを供蕗 {

昆虫として蚊詔Tf験を行}燕の標準方法として/
このPcct･GrAdy法を採用した･或るひとつや函 _

究所に於て,明らかに正確だと信ぜられる様な結 /･'

晃を盛り返し出し得たといっても,加の函究所に

於て得た結穴との問には幾分の差異があると言ふ √_

冨禁 冨孟芝,6霊霊芝芸蒜 芸表誓琵冨票 差芝

依って,此の矛盾を克服する事が由来るか香車iを

､､見出すために,最初づンノラェノ.ンを例に,之を

･比較する即 勺で,ある一つの共同研究がなされた.二

Campbell(1988)はこの共同努力の所産になる結

ノー巣を軽々分析し七ゐる.､各研究史毎に詑段の方法

ハイの飼育方染及び琴僻等の相違がある程度存す

･る故'ー平均殺虫率をもとに比較の評何がたてられ

芸琵左芸三富芸冒票 慧 諾 憲 孟話 芸.1

71
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文政の支障を毎次するに政役立たなかうねが';1.1後

除虫菊から詞合され挺殺虫剤に封するCiLmPbell

の暗示た依って速に之も取玖除くことが出奔たJ

然し彼は又 Simanton(1937)咋哲?て提唱され ′I
た比較許定の様式と結果の表示様式とはひとつa?.

貿行し得べき方法であると考-た.これは按準匡

し
の質験を行ふ事を必要とする.,而してとの標準匠

の殺虫剤は30%から70%の閲の殺虫率を,出来

得れば50%から60%の間の殺虫率を示すべきで/
ある.手あたり次第に行はfliば-蓮の質験に於一･

て未知殺虫剤と標準殺虫鮒とtO間に得られた殺虫

+ lヽL

欝 10 班 l

依る事,即ち一定の撃力のもとで蛸 雫の軍産が
遅ければ遅い程,霧ゐ濃度は高くなり,そしてそ

の霧流は壊初速かに落下し,時間がたつにつれて

ゆっくり落ちると言ふ事を後見した･彼等は文一

率の和迩の平均は,決定さるべきで,盟異性の基 ~
1

準と:して1咽 行つ尤賓験の相琴の平均値の慎準乱

蓮 も同時に決畠されるべきである.若し後者の数 ･ ､
■･

が8よD,J､さ'vlならば質験は通常に虚理されたも

のと見倣さ炉 平均値の相違に依って順位があた ､､
へられる･之等の提案は雄図国立鱗 協合及び殺

苗捌製造業組合に依?て採_jBされてゐる':
iiich-ardson(1931)は又一つの殺虫宝法を記述 ･

してゐるt･一彼は上面と側面とがガラスで出禿た伍

型の箱(76×76×122糎)を用q'その中紅移動可能

の銅の金網で出釆た托(46X76×46糎)をおいた.

そして温度調節鰭と扇風機とを1側に′,他側の中

心に噴東洋を取りつけたJとの噴霧器は琴験指の ,

中-突き出してゐる故,粟液は抗の中に霧状に入 一

?て行くのである･.EE.は底の虚で開かれ得や琴に

出来てゐて,蟹駿に際し七は厚い包紙がその下に

しかれて中る･扇風機のスイッチが入れられると ~

同時に一撃 件のも･とに飼由 られた40乃至 で0
匹の-イが誌の中に放たれ,1.6cc.の薬液が噴

ノ

/霧さ桝 のである･ 70秒雛 就棒状酢 おち入
った虫を勘定し,50%以上の人イが光れる迄敏行

される･早舟後にウイ･は故-られ,特別の箔に移

される･･縦棒作用の速度は90%の-ィ､を托すに要

した時価を以って安〔七ゐる･除虫菊石油乳剤の

蚊罪LB:陵に於て,この速度はhJl,甲虫さPC.依って
虹もに廻 り,非常に敏感な革が蔑見されてゐる･

/m ttcr&lHocking(i939)はRi,chardson.の殺

虫箱に良ぐ似た装置を用ひて'油性殺虫剤のその

袋虹.Fqに於ける没慶を連敏的に研尭した･そ して
罪滴の溢庇は畠町中に瞭霧される時の程度如何に/

72 1

＼ J

定の速度と-=定の歴力を以って味霧した時には,

その初期の濃度はよ叫 ､さ恵水滴に依って構成さ

れてゐる故,比較的重い油まbも軽い由の場合ゐ

方がもっと高いと言ふ事を敦尽した･然し剰 ヒと･､

'いふ様な他甲影響が殺虫剤の鹿度に閲興す声とも

富ふてゐる▲･

殺虫箱に依る之等の方串は-イを用ひて噴霧茸

静を行ふ限れ,L他の如何なる方法よ一少も大規模で

質際の促件に似かよってはいるか;箱内に革ける

第滴の分布,及び試験昆虫の配匿め いて嘩 ん

ど知＼られて5.ないといふ欠鮎がある･

ICやmPbell&Sullivan.(1938),Richrdson

(1932)及びSimantonaMiller(1938)は喋屈従l

験に用ひるイェバイの育て方及び取.りあつか払方

をある程度詳細に規定してゐる･供試昆虫の老若

は甚だ重要な事で あるが' 然L Simantqp也

Mfllert(1987)はイベバイに於て汝羽化後,4,6日日t
のものと6日日の.ものとの間に底その感受性に殆

んど差異示ないと言ふ東を琴表して去る･rTu血

(1938)･はチャバネコキブ1)･(Bla,lteZlagermanic.a)
の除虫菊及び脂肪屈系チすシアン化合物に野する

準抗力は,17週間目迄は吹如 増大するが,その一
後には漸次減すると言ふ事を述べてゐる･‥薬剤に

封する抵妨カを左右する他の重要な因子は描食と

鴨 との南海 準〔た時間の畢さ,個 別 の弧
塔度及び腰甲の畳と狙さなど･である･ 又記に

血 rr,ay(1987,1938)とMilleraSimanton(1938)

はイェバイの政が雌よりも噴霧に封ず声感受性が

大きい故,賃駿に用ひるハイの性比を決定してお

/､く必要があると逸べてゐる･.この支障に封虚する

最も簡単な方法はイェバイ.の持ってゐi性比を出

凍 得る限帽 化せしめなV,様に飼育し,.-らo試/
験に一つめ誌の絶てを使ふ事に依ってその性比約

60%を得る事である･_ T I
＼ t

･,眉 漬法.･この方法は既に東レ問多くの人.･tK依

って使はれて凍てゐる･例-ばFrycrctaL.(19

,23)▲はヂ))･スの殺虫効果に閲す8.研究に於てこの

方畠を使用した･ShJep?rd-也Ricllardson(1931)
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は丁プラムシの1種,ApJiis･rLjm叫 に封する三

､‥･一コチンの試験にこの浸漬法を用ひた堺を並べてゐ

る･′彼等は交互に異ったふたつの‡.iカ曲線を決定

した即ち(1)浸漬時間を一定にして群液や氾度独

々班-た場合の曲線,(2)井波の氾度を一定にして

へ 浸泣時間を粒々班化せしめた場合の曲線とが之で

ある･彼毎は或岬 碇作用を痔ってゐる畠､もしれ

I -I;:;Ti;I.::三 -::=諾 三 ;---_1-謁 =l=:_-;三三三三

ればT3:-らない噴霧法よりも;之は良い方法であーる
ノノ

と考へた･一 ,∫

･illeming'&丞 ker (1934) は叉マメ̀コガネ､･

三三 ･:-I::_-=I.I:I_::-_:iI_I-:;i_:A.-i-≡ -;I;:-:;-I:::::≡_:-:L.:I::≡:-I_

ofeffectivcnc555は120秒浸漬後.rC得られた聯
/' ●罪刑の中央致死没皮を試験薬剤のそれに依って剖 ･l

∴ 芸諾 望崇 と豊 富冨慧慧 慧慧 慧 (:霊雷
/

に依って,女stccr(1988)によって述べ･られて勾■

･,る･Craufurd,-13ensob(1988)はTJl)長軸 影
響に閲し'この浸泣法を用ひて詳細な研究をなし

てゐる･この研究に於て彼は賃鹸中に考慮を魂は

1'なければならない稜榎の要熟 例-ば試験昆虫の

' 年令,飼育中の温度及ti狼度,浸法論に於ける昆

/､ 虫の飢餓悪 を問･浸溶暗聞及び薬液の温度等を辞 ＼

細に検討した･彼等は特殊な衰静昆虫を撰ぷ事に

依づて比較的正確な結果を圧接記癒し得る改良浸L/ト

L法法を更に磯展苧せic･彼等の考案した装匿の主
要部分は特別な型の銅製の水筒式温度調節番であ

って,その内側?水槽は浸水式電熱器に準って⊥
定の温度に保たれ,之に電動式,o撹拝器が取付け･

られ壱ある'.小さなガラス製のど丁カーに入れらJ
.れた痕虫液は必要な温度に達する迄内側の水槽申Iヽ
せおかれる･そしてモス1)ンを以ってとめられた ･
小管瓶中の昆車は一定時間その̀中に浸されるので

ある･浸拭後'管WL中の紫波は-Jrhtの旧序に依 りJ

出されて乾かされる.そしてその中の昆虫は24時

l m後その生死を調査するため別a)管瓶に移される

I･1】･ 莞 莞 ･; (nil,.OTt器E,茸':藍 S,･､t

J'㍉ かびた丸燕葬と乾燥4.-スト,(+)飼亨中の温度,
●(

賓験前焚政中及び其の後の温度;250C,I(I5)関係
泊度'76%'(6)浸液時間,I4分,-(7)供試昆虫を

飢俄の状怨におく時間,24時間,-(8)J虚理後生死

判別までの時間,24時rm. .首･

浸泣沈に封宅る投も大きな反封は,珪解剤と.tlー
て甲効力以外に'佃的化中程剤としての影響が存

すると冒ふ串である如,然しこの支障は他の長所

に伐って充分禰ほれてゐるものとCraufdrd-Benこ

sonは考-てゐる･ ､
ミ如 ピ空手トに依る帯下法･･この方法に於てLI
は前節の終りで述べた様な欠鮎は相常程度除外し

得られる･0',I(aれeeta.I.(1933)は2乃室3mg.A
､の殺虫剤d小満をゴ:ミームシダヤシ (Tenebli0-

m占tJ'cor) の最終齢幼虫体上の軽々の部分に滴下

し,その影響をしらべてゐる..由elsonetil.(191

84)はこの方法を更に精密に検討した,~即ちイェ

バイを -1OC･の電束冷蔵庫に入れF不動の状態I

一に由 迄冷托し,大きさ及び年令'o揃つk,一定数
のハイ準え･らび出して'大理石坂上に仰向けに潜 ､

き,試験殺剤のアルコール溶液 (叉は9割?エ千 ′′■
ルアルコールと1･割の殺虫剤液)0.75mg･を;ミク

･- づツ- .一由 が未だ不動の狭軌 ある問に
その各甲施部の中心に滴下した･而して虚理したI

,後の昆虫には食物をあた-ア･24時間後に其p結果

を駁察した.寓 験繕晃の記録は生存;瀕死状態並

びyt鍔元の8つに分けてなされてゐる･この場合 ､＼

種々の混成に於て得られた鹿巣は,標準殺虫剤に′

l依って得た結果と比較する必要があり,.試験に用ヽ

亘る人イや一定の際件のもとに育てられるべきで_
l'又冷凍後雌雄別々に分ける郡ものぞましい.血の

主ク占ピペットに依る滴下法はその･!･El作が正確で

ある串,岱かな器具を以てなし狩る串,安田に賛 ＼

於を行ひ狩る却及び他の昆虫にもこの方法が灰く

池用され得る召将 その長所であるが,野外の状態

と比較し得ない串及びTf験に際してある程度の熟

練を妥する事等はそ?反面短所とされてゐる.

琴粉法㌻散粉の形で接解剤の殺虫熱誠 態醸 しI
よj tするこの方法は,儀 状暮筋鞘の噴霧賓験或∫
は洞化中毒剤を撒布して行ふ賛助程詳細には研究

されてゐない:之には次の様な難鮎が存する･即

ち, (1)'枚粉粒子の落下す主剤合力ミ異る執 及び

犬きき車 依って,-.酢 後の分布粕 7賢
1

㌧ ､
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虫剤の場合,有機質の稀揮物例-ばクルミの皮の■

粉末の如きものを使用する事に依つ7:ち,此の弊

､丘取り除き得ない等･I(4)撒粉貰静中粒子が結合.
する事･ ､ !
rTrappman&Nitslchc(1934)とThlenhorst ,I

h＼く1937)はG'Srnltz(1933)の行った方法を取りあ '

げて之を簡便化した･- j {

･･':Th叫 n.horstは滑如萱をもろた箱たガテス層の

､鐘型瓶をのせて使用してゐるが,そAo箱の中には/

= ~群立皿の上におかれ友一改め厚紙 (面積150糎車 .

,･芸と言霊芸TLと冨芸三冨冨霊芝讐 冨三笠芸芝三 ＼
ノ孜がれてゐ阜･虚理すべき幼虫は箱の中の皿に入

･ れられるのである･而して舟ブ蓋を閉じ,七鍾型矧

伸 に撒粉し,その後蓋を開け紙の上女び幼虫の上∫
に狩を落下せじむるのである･規定量の粉を紙ゐ'L/

J 上に撒き経った時に蓋を閉じて･､潮虫を琴り出し'

キヤベアの粟の上Lk移すのであや. 眉 Lも正確な ･iコ!

守 そしていつも略同様な測定結果を得よう''と息与な
ら6-'■試験昆虫の飼育方法及びそ'0大きさを兎分

注意し̀てかかもなければならない･_ //

･＼ {2,tF轟 学 期 ∴ 十
･按解設出御の場合,.之を短詔叉は撒蛎により一

様に撒き柑るもQ)と偶定すると,質鹸材料たる昆

虫の姐対も同じで;萄育齢期も叉同じやある時にr'

は,これに接侃する薬丑は昆串の大きさに比例し,′■
吸収さ.れる描丑はその鞠 の濃度に比例す巌旨'(I /
ふ事が容易に想像し得る･泊化中毒剤の場合には ･ノ.
宕しその苛刑の効果がその使用粟丑と関係がある ､

とするならば,亮 の試験をなすに常つ七は特別なi
注意を沸はなLくてはならない･､孤物性毒軌 例-

ば≒コチシやヂ牡スゐ如くiそれカモ接偶殺虫剤元

l王沿化中毒剤とL:て甲声作用を有してゐる場合に

･はIとの効果を判別する事は甚だ-困難である~.又

枇酸鉛の申き鋭物性等酢 )試嘘定有効な方串も',

そこに特別な準防策が施されない時には,一不正確

な誤?卒結果が或は生七で乗るかも七れない.狗

化中毒剤の生物劉 滴 定方法には-*凡攻の様なや･

のがある･■即ら某量測鹿 Oeafmethod),一住人
74 ● /

■

∫

M ･0故 ∴ L ､ ` I

法:(injectio追method),鮎漕法(drppmethod), I
琴の間に薬剤牢はさんであ車-る嘉 法 (leaf･

?andivl'chzh占thod)屈 の中に於碩 ふ方法(cage

●Pethod)∴及びコ′ド1)ンガに封する特殊な方泣l

くplugqlCthod)が之である､I

･琴量測定法･‥J,adi･qch'('1929)は毒剤を撒粉ナも ′

弊 琴咋 その琴の日考を搾って旨適 しておき,＼･一＼
之を卓ンP;マテ了の近似穂 PierisPrassIicae＼の,

幼弊 食づさや ･､巌 の野形は摂食される翰
I:t後とに方眼紙に書いておく必要がある.Ilこの枝1

一･1

な方法で消費された葉2)量と寒剤の畳とを決定し ′＼

よう上武タた･,▲然し;こLの方法も,-若しも昆虫が

撒粉された葉上をはひ廻った時には,そこに現は / ･
れた殺虫効果はそれが横筋剤として働いた結果で ･J ー

あ尋か･又は滑化中毒剤としてわ結果であるか;･

.分散して考?る如 咽 衆在中 らみがあるこx･虚･
･咋得られた有毒作用の結果はその殺虫剤のもつ組 .

定の野力でbyって,轡 各々の有する桓 叩婆
性を量的に評供する方法は恐らくないであらうJ■ ∫
とコチン?場合に於ては,これがガスの形で呼吸

ノ夢枕に毒作用を及ぼし,七かも･これが重要な郎 (1

､･を預じてゐる,0かもしれない･･それ故この=づの.

効果を国表,lLt考-早といふこと服 して琴やす･
Vl問題ではない.

I

I､注入法:華殊な操作時依少毒剤をそ望滑化管内
に■注入するこの方法は,質用から大軍かけはなkLt

-ており,;且その薬効があまりに返りので,.殺虫剤

.の琴カを評釈するk,めの常法としては用ひ難い･Il

諾 …芸票 芸三雲詣 芸慧苧誌 器 慧望rkD慧

･ならす,精密な生理挙上の研琴以外重く不必'Gな
改善であると息はれる.＼

･鮎満法:Pride･(1920)二は一定変の批莱化合物 J

二ゐ永溶液を昆虫o/上に滴下する事に伐ってそ'o畠′

;.剤の効力を桧した･･･Campbell(1926a,C)は~こ ･1
の方法定ある粗度正確な検定法の弘とつにする日 '

的で研究改良した･彼の初期q)質験に於ては (19-

26C),r秤量ビユレツl柁 煎 て,､⊥定撃砕 由
液を鰐遡日幼虫 (あらかじめその富さの測定され′

た)が掃食中の葉の表面に滴下した･その毒剤が

r消奉 れ麺 にビヰレ亘 桓 岬 ら巌 ･●この

方法は他の毛虫で車線ほ し痴 ほ れた.iL十
＼ L I-ノ

､ )■

卜t
､



-了

JI
∫

防 虫 敷 革 葬 10 統 一

'しようと日.絡み凋 い某の面を澱粉の糊で罷った:
GBrnitz(1933):は前に述べた如く撒粉袋匠の申

＼ に差込んである枠を天秤や片腕に取りつけて'沈

PLl物の盟さを折損に杵丑してゐ畠･-Bulger(1987)

は又的焚される煎剤の沈着畳表制限する方法を扱

､累tL芸芸昌之伐って多く?兎最 盛 撃｡研由 lL

･録画 鎖された･痢嘩作用の速度 (100̀を活動障 ＼､
間で剖つ長政),及有1Tvr':･作用の速成(100を生存時間

で割った数)は摘発きれる各質丑の卿合に依り決∴l

定じ得る･更に夫乍の湘焚された描丑に相臆した･

､ 死虫数を確める事が出来る.好･tlの死虫数は証致

.死,牛致死,致死とかを示すべく組立てられた｢ ＼ ～

づの義を作る串が出蘇る.Campbell也Filmcr-

メ1929)に依れば,七の方法の主な短所は句の栗 .I

畳をあらかじめ甲に定めておくノことが出奔な小と ･

言ふ事であや･そして又彼等埠韮致死及び致死0.､

-妖態にある幼虫や敗が無駄になるものと考へ'同

'時に甲央致死粟立 (60序を簡す準星)の限界を定 ●

竃 慧 琵 三言喜

●

彼は昆虫休題:のグラム敬に放って,油放された毒

A.VC封する生存剛 を (その嘘 の牢作用?速度l
から)決淀した.彼はこの枕にして立秋酸鉛の批
酸鉛に封する相封的の稚力を決定し'併せて拙莱･I I

鞍に封する感受性は昆虫に伐 か菅しく相超してゐ

る串を示L,?･然しこの方法は一般に戯用するに
は余りにも時間がかかり'労力を要すると恩はれ

たので Camp'ocll(1926a;b)Lpi後に之たかはる

べきミク.2ビ31レylトを用ふる方法を立案した･

彼はそれに依って既定丑の小満をあらかじめ重さ

の測られたカイコの口器の部分に滴下じ'●用ひら

叶た毒剤め各濃度yc封如 毒作用の速度左決定し＼

た･TGoetze(1932)は又除虫菊を枇累化合物と比

較する自的で,この方法を改良し質験を行ってゐ

る.即ち蜂丑で蒜剤を･2̀.･1た#.めl東端が穴をL

泊って範の中に入ってゐる目盛のづいたどべアト
に之を入れ,蜂を質験昆虫と.して用aてゐる･之

'の方法に依帽 牟沿焚された垂を測定し,由時に

その毒剤の効果を記録してゐる･. 一 J
/A

葉の問に築剤引ま草んで輿へる方法･'某の問に

薬剤をはさんで輿-るこの方法は Campbel,1&

Filn3er(1929)■に依って案出された方法にしてi .

-If,il:.I:;三 三三 三 '.I-'l:LH-=ii烹 ‡三三三
･然しこ舵 噴霧剤に適用していけないと富ふ明白

五重由昼何もなり･この方法の主要鮎は次の如く

である.即ち･,きつち̀りあった球研転有する管を

流して, 例にtlた銃型瓶の中人いくらかの恵粉～
を吹き造る･.一短時間の後⊥ この間に比較的大き

い粒子は沈着してしまぶのであるが- 両横のわ
I .I

かつk.固形に切り徹 られfz:所の某片,及び固形のI . - ■

カ ･̂-グ.ラス◆妄数枚のせた坂占上たこの瓶を管
す.カバーグラスは粉剤の沈着畳を測定するため

のもの雪あって･先づその志さをはかる.個 形の
某は之に同じ大きさの他の葉を雷ねてサンド_ウィ

ッチにし,あらかじめその'LTl;さの測屯されてゐる,

所の鱗週日の幼虫に1桐宛餌としてあた-るので

あも･.一定時間の臥 .食･iられなかったBuT,分はア

､ラニメーターと′か方眼紙に伐るか,或は光電池に

伐ってその面積を測るのである (Bvlgcr1985)･∴
Stcll車 ‡T981)弊 噂 轡 響 脚 好

/ / ､

時間とLその昆虫とIがこI

冨琶芸志≡芸蓋三豊三芸蒜 諾 孟芸誌 三
∴轟 ,右毒域に於肇 項され遠 料率表 中 事
に依り大凡決定 され得 る･･, Bulger (1,937),'{II
IGBrn主tz(1933)及びThalenhorst(1937)､に依ってし
改案された改良法はこうした良虫の無駄をいくら. ､～ l

;か少くすることが出来た･ 13Flger(1982)は̀も

う一つP困難が本禾此の方法に存在するS,即ち～
天叫の成分を別々に適用しなければならない時に′

誌 冨慧慧慧 芸警 芸㌘ 当 刑が分野 予 /

I..然し乍ら.Cnmphcll(1980)由変死如 再生唱/

関奥する時間の因子は不Jhtであるから,中央敦死 ､

真正はれ化即諾剤g)完全な効只を衣現したもめで t
はないと雷ふ市を指摘してゐる･.質際,CampbelI.

&'･Filmcr(1929)は御 ヒ中毒剤の効果こそそや

有毒性を明らかに国別さ声べ きでーある･と考で? ～
I

た･j時間甲因子は殺虫力を意味するが一方,-中央 .■

致死薬離 更巌 れに加去る纏 作即 割合又はt/ l
速慶に依って影響され,倍其の上作用後の播食が .

/及甲す尾田された妨署効界に依っても影響 され'L∫ ヽ
る.CampbcTl(1930)は質量 (体重gr.k封する ′
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琴意を排ふべきであるt'説いた･盲の毒作用と言'●

ふのはふたらの異つ考等剤嘩 弗素酸ソーダ及誓 ･

'･酸性枕酸鉛)に封する蕗動期間の逆数た依って琴

.はしたり,･又は生硬期間の道教に依って表はした∫
りててゐるが,彼は各カーブの問の面積を決起し,

Lそのカ.-ブの比は壷用量の範囲よりも相封的着陸､I
が寵つ雪ゐた事を示してゐる･彼は又痴噂の開始
,にあたってはそれ以上ゐ庸食は行はれないから,

.昆虫の生の期間q)決定は生存期間の評贋よりも,

かしろより以上に相封的毒性の評頃であるかもし

れないと指摘し尭･ こ.0様な場合相封的毒性と相し
:封的効兜といL'言喪は単 一 の意義に合同してしま-

ふやうに瓜はれるかもしれない･･

, Bulgcr(1937)隼粉状殺虫剤のもつ中央致死率′
丑は一部分その粒子の大きさに依ってゐる事を指

摘し,舐 る･､サン七･ウイ′ッチ法に於ては,比劉 勺I
小さい粒子のみが用払与れてある･'二つ以上の薬~

品の効兄を此校決定するためたはその粒子の大きI
さ嘩比較し得る大きさでなければならない･その

腎 臓 子の如 さが壷 亘如 た化合物,中 森 l
易に遷し難いかもしれない.

範の中に放て行ふ方卑さ故匹の昆虫を粟碑を塗∫
布した菜と共にいくつかの誌に入れ花,その結果

'澄 慧蒜孟誌 言孟宗0,.:霊芝諾 LBhE三雲警 詰 '

･町 GJ'mingham &､TattcrBfield(1928)に依っI
て'あるマ,メ科植物の魚等のエ卑スを噴森した木 ･
の茶に封する岨噴口式昆虫の反感に関する橡備質

､股にぬて川ひられた,:これはある癖殊な場合,例
(

-ばマメコH.示 (po〆Ilia＼2-aPOnicq)･の様な雑食､
~′性昆虫に封すろ化笹粟品の毒作用を探究しようと

亘る校友場合に於ける唯∵?有効な方法と義ぺら

Iれる.そのために特別の構造を有った照明装匿 の J

,ある箔がFloming(1934)に依って使用された･}

･琴は由卑 感度･滴 明の程度等力守この良的 感受
性k,非常灯軍要な影響を及ぼすことを示してゐ
･る.-∫

･二′コ､['リンがこ封する特殊な方法L･･tLこの方法は主

･として=tド1)ンガの幼虫'に野する殺虫剤の検定に一

'した幼畢 ゐる革具に噴霧を行ひ,.その革具につ
＼.けられた虫の入る穴の数とつきさした針の穴の数

′

76 .. ′

t

/

′ '

′

､mg･畳)に封する毒作用の速度を国に琴く卦と依 ,

つで,相封的の暫陸を決定す畠ためttは精密なる

と5,-範 でゐる･rSIc'ger&車 ngeT(1933)､は匹
､の方法を後年改良L{たが詳細は原著に,依られ允,I
い. ●

(3) 煙 幕 剤∴

Bovingdon(1934)隼蝶蒸剤の検定に率たって

生ずるい'bいろq)困難な鮎をあけてゐる.即ち,

I(a)寓験畠虫牢燥茶皇甲rこ入れ声時と出す場合

一嘩 蒸ガスがもれ甲 こS･,(b)焼琴包内をか 草 J

まわして毒ガスを-様な濃度に保つようにする設/

称 (C)管験中にガ三濃度を計ること･,(a)或-,/
は定めた姐康の由合ガスを作季こと等が右の主な

･鮎である.彼はこの方面の仕事についての攻献を

抄録し,もれ迄にいろVTろの人刈こよって用qら

れた装匿を簡単に紹介してある･それらで性阜述
･の難鮎が壷するが,彼ゐ用払た新しい出征とその

操作による時は難鮎は克服されるとしてゐ畠.班

定はや1凝報である'が,恒温機の中に収められて

･環するので,質験開始の最初からガスをその氾腔

-に して保っておけ予･ 又燥茶瓶中のガス氾比は

.昆虫を入れたり出したPすることによづても殆ん

ど奨らな､.い･ この巧妙な装匿に封して批判する

こと.が許される与したならば,そ､れはやi複雑で■
あること,.それを,正しく使ひこなすにはうるさい

/
程の技術を要すると言ふ寄せある･- r ･

LGoubq.h(198畠a)は 桓 ingdonと共同して,

'その装置をやi改良して簡易化した･ガスの混合
I1

と循環の馬には,装置を積り動すように土夫されノ

J挺･かような仕事にあ(たって直面する多くの国雄

を東金に克月Rする馬に,Gough1は既知浪比の況I

合嘉祇 循環ざせ'8非常岬 畢な技甲､左肘 た･･
琴匿の清掃は容易でちけれぼならない･脂肪によ.

_..く吸着されるガス剤があるから脂肪を塗った栓は

卑るべく少くし'ゴム管はガスに直接さらされぬ

様にし,またGough の示したよう玖水銀昼苛作用

との装匿では かvingdonの始めの型のように,

質験の始めにあた?てガ大剤を所期の濃度にする

春̀は出爽ない.､焼蒸室内に昆虫を入れる時にごく

僅か車がらぎスがもる･'この駅 克服出枇 帽

1
/′ ノ､
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'であるが,煉茶壷の容積を大きくするととによっI51

て,ガスのもる向合を最小ytすaJ校努力すれば正

確に濃鹿を振っごとも一見むつかしくは[3:い･

pcteisaGふnt'dr(193甲 びPctcrs.(1936)は
比較的簡単な装配にづいて述べてゐる･紐皮を一

定とした恒温機の中に7-迎の煉蒸堂を排列し,そ

れらを一個の共通のガス拡散域によってつないだ
ものである.狩山のゴム管やコJLク栓がガスに盲/.
.らされてゐる事は大きな窮みである･､濃度と時間

の関係れ らべると,雫管用の効琴は時間と濃度
の硯で表はされると青ふ eXt=W,血 befの法RiJ

,が略質験結如 適合することがこの耶 読 よは

一出された･又これはMayer(1934)がエチレンオ

キサイFを用ひて得た結果とよく一致した･任濃′

度の時＼とか,高V渦 度に短時間作用せしめた時は

止の式から大分かけ離れる･

一般に或る輿-られた時間ifスにさらした後,∫

昆虫変装牡から取り出してこ定時間後にその効果

々 しらう_ると,結果は__cnや〒_Wなる式によーり_ぴ
ったりとあ七はまる.･nは1と2の問の数である/●一

場合が多く,Habcrの式はこの式の或る特殊な･

場合と考ぺられる･

BTsvihe(1_918)､はガス剤の作用に転轡を典-
早要因について質政を行った･そして質験的に苛 .

カを検定するtこあたって注意すべき事柄につりて

述べてやる･i昆虫の桂薪の相違は興ったガス離
封してその抵抗力が異る･混合ガスを通常に混合

循環させなuVlとガス剤rc)濃度はかなり誤差を生すl

る･･昆虫隼を泣かにガスに作用せしめるよう叱注
忠しないtJ預なあ濃度に達する迄の時間にずれが 一

生する.濃度×時間が-宅であると言う仮定に立

って計算を行って見る･と,彼の賛助陳件下ttあって●

てはこのすれは1こ6分の間隙として計算す畠.こと

が出来た.温度の影響は複雅ぜぁり,蒸気墜とか

豪放,.吸東などの物耶 勺の要因も重要である･一

方,毒力は昆虫の生理的状倭とも密倭に結びつい

てゐる.温度を上げることは昆虫の新陳代謝を盛 ＼

ん払し,感受性を均すこととなる･その他'粒々

の要因が昆虫の生転的状値,ひいてはその抵抗性

に及ぼす彫轡について'粒々の例が野げられてゐ､

ち.これらを通翫すると一般に新陳代謝 (これを .

個に唾吸丑で判断し七)を均すような要因はすべ

.●■11ヽ

て感受性を均Vてゐる･しかし俄紋のみは一寸興

ってゐて･.呼吸丑を低め卵 ,',エチレンオキサイ

･;･に封巌 感受性を低あ,青野ガラに封する感受
性を妬める. - .′
況庇 ･死亡毎の関係に加えて',Bustineは時間

死亡率の関係も分析した･即ち4種の由 に?い

て'60%と99%の死亡率を示す時間の封数値は用∫

ひたガスの濃度の封数値と荘線的関係を持つこと

を示し'h･'tれらの4柾の昆虫に.つい七濃度時間

曲墾 C't-亙毎 によ?て先金に墾 される･
この式に於てCは没度をmg･/L..N.T.P.とし .
て取ったものを,tは時間を,nはlogc二logtb/

関係曲線d傾斜を夫々来してゐる･この場合,時

間としてはたy･=つの時間のみしか老放されてゐ

ない･r現在の吾々由知識やゝうすれば,Busvine?

式を･TE験結穴にあてはめろ.ことを証する馬にはた

I'i･=つの時rulbみでは不充分である'.あるオス剤

吐封する昆虫の抵抗性を表すために,この式を用

n'て6時間の出現時間にぬける50%と99%の死亡 ,･,.':一}

率を声す態度と,nの値とを昼て亘もことをBu.S･′

vine一服 唱してゐる･ .与の式を贋く虎?る酢
は死亡率のプロビット(Probit)と壌度の封数値 .

の回田曲紋を定めることやミ必要である･99%死亡
率放Tf験的に正確に得ることは出来ず,歩普通は外

挿法によって得られるからである･■守 の回蹄曲線

通 埠であり,虚理時間の全軍如 巌 っ学であ
るこ Busvineの質験結果から草々は彼の得たプ

t7ピッt･感度の封数値曲線は時間によって異り ･

皆平行でない.と言う結論妄引出し得る'･50%死亡

率ゐn畠定めるのに平行してゐ敦いと言う事はそー
/

れ程問題にならぬが,99%死亡率に封してはかな■ ′一

軒疑問としなければなら､ない:賃際Bliss&Br'o･

adbcnt′(1935)はショウジヨク}ヾェ DrbsopJlila

*ladogasteryと封する青酸ガスゐ作用を質験し･
その結兄に同校の式がよくあてはまることを見出 ,

したが,50%死亡率に対して往 -cl･9七三10.2であ '､

るカモ･97･6%死亡率に封しては cl●3も-26･3と壁

化するととPC_注恋を排うた･この式はかなり一校

に搾取笹上の研究に用ひられてゐるが,この式を･I.
用ふるにあたって死亡率の何%を用ひる｢かと言 うヽ

ことは韮要な事柄である･:Cの曲線は環剤め作用 一一
の相封的の割合を知る馬には便利であるが'そり

77 一､.
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-作印の並木的の性質を知るには余ぞ役に立たぬよ./

うに恩 われる･ I

strふnd(1930),i王nldg車 ､也S押立rd(lb32),
Bhcpard･&Lindgrehc1934).ShepardetalI
(19L37)等は上述した もあより.も造かに簡単年型●
の盤匠を用ひた･彼等はガス剤の比較評供の方法

.を試験した･澱度死亡率曲線は噴霧の効果をしら､

べた人}tが得たと同様なS字型であき･150%死

亡率の鮎｣由ち中央姦死嘩軸 比較ajか 準雷でニ
l ある..然しShcpard.&､Lindgrell･(1934)はそ
･れぞれの曲線は平行ではiL/いのだか＼らT･こ.く./ざb

とした億でもioo% ′死亡率に近い値で比較する
~方がよi)'Lf際的である事を嶺潤した.､Shepard･
(チ934)は99%死亡率の濃度の推定値を経る馬に
次の式をmj､る事を提案した･､

.I Ⅹ- +klog完.yq ･･ ､

･′'へ.

Ⅹは氾払 yは死亡率;Ⅹは50%死亡率のl濃度,
kは90%と60%の死亡率 を示す濃度の差である･
ShcpardetaL(1937)-pi質陵結果に不きな奨異
∴o'見られるの壷適 な生死や画 をする読 由麺ノ

があるや逝 くとした亘 たヰi,元 か の昆虫の瞳

獅について推定の死亡率を出来るだけ華経の結果＼～

に洗い数寄で表すように選煎 きである､とした･I

I ′莞 goc芸完警諾 慧 冨芝這芸孟慧 慧tA主よ翌警 ･'t
/●､

て来るととは共に盟要な事柄である､･:

＼ こ､コチン茶気の毒力を定抄るのは二つの方法がI
Richardson,C▲Ⅱ.･&Ha甲(1932).とRicllard･
BOn,H.H.,aBusbey(1937)たよって記されで
ゐる･･∵ノ ヽ

Gough の研究を見ると供試昆虫を-薄 の方法
･で飼育すると雷ふ事のみが必要なのではなくこて?

昆虫を飼料から取り出してから蟻茶を行ふまでに

経過する時Lilが重要であることが判る,'メ.)ケ･>′

･一粉中のヒラタヲクヌ里 モドキ Tribolium.Cムn･

fui…岬 成虫を青酸巌 で煩茶した勢合,印 らゝ

nl抄出してからの,S過時間が短いと,抵抗性は朗r
く,その時問が長いと強い ･･粉カモら早く取り去つ
･た時には,ヽ雄は雌よりも影響を受けない･

､ノ

節 lO班
＼ ′

l .且 圃̀ 場 ∵試~験: I

､ごく帝亘まで圃場に於ける殺虫剤の効力の検定
に血 Ef在な方法が用niられす,よく死ん,Kとか死
.なゝかったとかを調べるぽすぎなかつ養.しかし
,説在は適切な質験計歪をたてで読流 勺碁析法を用
I.ひること牢よって,観察結果の意義のわか纏 史
的の資桝 由 られ主よ玩 なった .庖痕の日的峠
作物の喚畳に即誓影執 ･また害虫が駆除され元
割合を確めるにある･試験は乱塊法また嘩ラテン
･､方格轡 しっらへ,したカーミつて結果ゐ意義の判定､
･̀冨芸崇 芸警 筈警を畏 nl芸蓋 ti芸936芝
のなら ば試験の計藍はよぐ注意して通常な方法を～

､ とるようにしなければならない･統計的分析法左
l用中るには特殊な取扱ひが必要である･こiに臨
分析法の投雑なごとについては述べないが,これ
岬 淡 海 畳分析法の琴甲試験冬卵 胤 を卵
されたい･団場試験を行ふ前に隼こ払方如 よく
Jノ了解し亨 と州､iるT<きである･ チミン方枯淡の
質際の使用例はGaincd(193.7a;b)rを見られた`＼
い･ キイチゴにOく甲虫 BytltruSEoふenLosus
'忙封する三コチンとプ17)ス?効力をためすのに
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